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 It has been reported that elderly Japanese women find it difficult to complete the motion of putting on 
and off clothing. In this study, we aimed to analyze motions involved in putting on and off jackets to solve 
this problem, which will lead to barrier-free clothing. Subjects were 13 volunteer healthy middle-aged 
Japanese women and 29 young women. Two jackets were used for the study. One was a basic jacket with a 
tailored collar and tailored sleeve, named "tailored sleeve ." Another was developed from the pattern of 
" t
ailored sleeve" and had a diamond-shaped gusset in the underarm area, named "gusset sleeve ." We 
prepared each type of jacket in two sizes. The putting on and off motions were recorded by 2 digital video 
cameras and observed. Time taken to complete the motion was not significant between two types of jackets. 
But the motion putting on "gusset sleeve" was smoother without wrinkles on the surface of the jackets 
caused by pulling with hand or arm than "tailored sleeve ." It suggested that a diamond-shaped gusset in 
the underarm area makes it easier to put the arm through the sleeve.
1.緒 言
 近年、バ リアフ リーデザイン、ユニバーサルデ
ザインという概念が注 目されて きている。被服の
分野で もユニバ ーサルファッシ ョン(見 寺 2002)
という言葉が聞かれ る.し か し、体型 ・生理機能 ・
運動機能 などにおける個人差 は大 きく、"誰 にで
も"と い う言葉 を満たす ことは現実には難 しい。
現在はむ しろバ リアを除去する段階であり、既製
服に対す る不満の所在や原因を明 らかにし、 これ
への解決策を検討 していくことが課題と考えられる。
 岡田(1999)の 高齢者 と障害者を対象に行なっ
た調査や讐田 ら(2003)の 運動機能に障害のある
人の調査から、既製服に対する不満 として 「体型
に合 わない」 「気 に入 ったデザ インがない」な ど
とともに 「脱 ぎ着 しに くい」とい う問題が挙げ ら
れている。一方で、讐田 ら(2004)は 「着脱性 だ
けを考慮す ることは、装いに対す る好みや意欲 を
否定することになると懸念 された」 としている。
このよ うな状況 を踏 まえ、本研究では高齢者や障
害者にとって、脱 ぎ着がしやす く、 さらに外観 に
優れた衣服の設計を目指 した。




の研究をは じめ、岡田(1998)、 山内(2002)の 研
究がある。着脱の動作過程そのものについては佐
藤等(1996)(1998)の 研究があるが、下衣で学生
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計測項目 中両年(N:13) 検定 若年(N: 29) 
平均値標準偏差 t 平均値標準偏差
身 長 152.1 7.2 女* 157.8 4.6 
胸 囲 87.1 6.8 ** 81.2 4. 
上腕長 29.1 1.7 30.0 1.0 
袖 丈 50.9 2.2 51.4 2.0 





















試料 組成組織糸密度(本/cm)厚さ 重さ経緯 (mm) (g /ぱ)
<表地> 毛 梨地織 32 23 1.50 200.18 アムンゼン 100%






















































開 2侃 4倒防%関¥ 100% 
グラフ内の数字は、 2回の平均の人数
図4 ジャケットの着やすさに関する評価




2枚袖 3 3 7 
中高年 ビポットスリー ブF 13 。 。
2枚袖 8 12.5 8.5 





























































一パ一ター袖ンのータ~イ~ープ 2 枚 袖 ピポットスリーブ
中品年若年 中品年 若年
ノfターン 1 12 11 (13) 12 11 
ノtターン2 1 13 1 13 
ノtターン3 。5 ( 3) 。 5 
計 13 29 13 29 
)内は、1回目と 2回目が違った場合の 1回目の人数
また、先に袖を通す腕は、「パターン1Jでは、
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あり なし あり なし
中品年 12 1 1 12 
若 年 13 16 。 29 
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